	線材二次製品製造業
（鉄線、針金、釘）


生産は、消費税率引き上げ等による製品価格上昇前の駆け込み需要の反動減などから弱含みである。ただし、太陽光発電設備の周囲に設置されるフェンス用など好調な分野もみられ、一部の企業では増収となっている。しかし、原材料価格上昇を製品価格に全て転嫁することができない上に、電気料金の値上げ等のコスト上昇もあり、減益となっている。
製品の概要

　線状に加工された鋼材は線材と呼ばれるが、これを線材一次製品として、二次的に成形加工した製品を線材二次製品という。線材二次製品には、鉄線、針金、釘などの製品があり、さらに、金網やねじなどに加工された場合には線材三次製品と呼ばれている。
　線材二次製品のうち鉄線は、普通線材を酸洗い（錆び落とし）、水洗いした後、ダイスと呼ばれる穴が開いた工具を通して機械で伸線し細くしていき、その後、焼きなましたり、亜鉛めっきを行ったりする。焼きなまして柔らかくしたものは「なまし鉄線」と呼ばれ、焼きなましを行わないものが「普通鉄線」、亜鉛めっきしたものが「針金」である。

その用途は様々で、土木建築用を中心として広範に使用される。普通鉄線は、コンクリート補強用に使われたり、釘や各種機械部品の材料になったりする。なまし鉄線は、建設現場の足場や古紙等を結束するために用いられる。針金は、金網、有刺鉄線、商品陳列棚等に用いられる。
業界の概要

生産・流通形態は、鉄鋼メーカーから商社などを通して線材を仕入れ、それを商社、ユーザーに販売する。線材を仕入れる鉄鋼メーカーはほぼ特定されており、仕入元による系列色が強い業界である。
また、受注生産がほとんどであり、営業機能を持たず販路開拓は商社に任せている場合が多い。
線材二次製品メーカーは、伸線のために広い土地を必要とするため、生産現場の合理化で生れたスペースを活用して駐車場やマンションを経営するなどの兼業をしている場合も少なくない。また、ボルトや建築金物など関連製品の卸売を行う企業も多い。
大阪の地位と特徴

平成24年における大阪府の産出事業所数及び出荷金額は、「普通鋼鋼線（鉄線）」が29事業所、682億69百万円（全国に占める割合は、それぞれ38.2％、38.1％）、鉄丸くぎは６事業所、14億88百万円（同37.5％、73.9％）、鉄特殊くぎは11事業所、50億59百万円（同39.3％、27.7％）等となっており、全国的に高い集積度となっている（経済産業省『工業統計表（品目編）』従業者4人以上の統計）。
大阪府内では、東大阪市枚岡地区、高井田地区に集中的に立地している。

生産は弱含みで推移
最近の景況について、線材二次製品の全国生産高を経済産業省「生産動態統計」からみると、24年、25年は増加したが、26年に入ってから減少基調で推移している。
しかし、府内企業への聞き取り調査では、生産動向には幅がみられる。土木工事用の鉄線を生産する企業では、25年11月頃から受注が増え始め、26年３月までは前年同期比30％増という高水準で推移した。古紙結束用等のなまし鉄線を生産する企業では同10％増で推移した。これは、消費税率引上げに加え、原材料高の製品価格への転嫁を見込んだ駆け込み需要によるとみられている。
４月以降は駆け込み需要が大きかった製品については、大幅減となっているが、さほどでもなかった場合には反動減がみられないといった企業もある。反動減が大きかった企業では、９月になって改善の兆しがみられたものの、依然として前年同期比ではマイナスで推移しているという。
一方、住宅用フェンスに用いられる針金を生産する企業では、建築現場の人手不足で工事が先延ばしになった関係で、駆け込み需要が盛り上がらなかった半面、反動減もみられない。ダムや高速道路などの公共工事や工場内外の民間設備投資関連の需要ともに、工事の遅延で受注が伸び悩んでいるという声も聞かれる。
太陽光発電設備建設関連の受注は好調

こうした中で好調な分野としては、太陽光発電の設備の敷地を囲うフェンス等の用途があり、北海道や九州から受注が増加している。電線の地中化に伴うワイヤーの需要も増えている。
一方、川の護岸用に、動植物の生態系を維持し、環境性の高い多自然型の工法となる籠マットが使われるようになり、鉄線の利用が一時進んだが、このところ伸び悩みがみられるという。これは、大量の雨水などを流すために、川幅をできるだけ広くする必要があると考えられた場合には、垂直の護岸も可能なコンクリートへの回帰がみられるからである。また、釘については、建築現場での施工の容易さにより、釘からボルトに代替され、国内需要の減少要因となっている。
輸入は高水準で推移

釘については、高精度が要求される品目等を除いて、輸入浸透率が高まっている。また、鉄線についても、野生鳥獣から農作物を守るための防獣柵用の鉄線などは、安価な輸入品が増加、高止まりの状況となっている。
このところの円安傾向は、輸入品の増加傾向を抑制している側面はあるが、中国国内の景気減速から輸出価格を引き下げているということもあり、国内での流通価格は上昇していない。
　原料価格は上昇するも受注単価への転嫁は不十分
原材料となる線材の価格は、25年秋に続き、26年にも引き上げられた。それに対して、受注単価への転嫁は半分程度しか進んでいない。需給の逼迫がみられない中では価格転嫁は困難であるという声が聞かれた。一方、動力として最も多く使われる電力や熱処理炉に用いられるガス代のコスト上昇については、全く転嫁できていない。
物流費については、製品の輸送に一般的なトラックの路線便を使う企業では、１～２割上昇し収益を圧迫している。一方で、線材製品を運ぶ専門的業者を利用している企業では燃料代程度の値上げに留まる。
コストの上昇により、収益は、売上が増えている企業を含めて、悪化している。利益が半減したという企業や赤字になる恐れがある企業もみられた。

雇用は横ばい、給与はまちまち
雇用については、欠員補充程度である。
給与については、引き上げはないとする企業、基本給は上げないが、年末賞与を引き上げるという企業、基本給を引き上げるという企業と、対応はまちまちである。
老朽設備の更新投資を検討
老朽化した伸線機を最近２～３年の間に２台更新したという企業や、今年度、油洗浄する装置を導入する企業がある。別の企業では、熱処理炉が30年以上経過しており、エネルギー効率の良い炉に更新しようと検討している。このように、老朽設備の利用が限界に達しつつあることや、エネルギーコストが上昇していることを理由とした更新投資が増えつつある。
今後の見通し

線材二次製品製造業は成熟した産業であり、新製品開発・用途開発は難しいが、線材三次製品メーカーと連携した製品開発や、見本市への出展などにより販路開拓に努める企業もみられる。
当面の景気については、秋の需要期を迎えているものの、荷動きが芳しくないとされ、市況が改善する兆しはみられない。
太陽光発電関連の需要は暫く続くとみられるが、住宅建設については、駆け込み需要の反動が暫く続き、公共工事についても、工事現場の人手不足から大幅な増加は見込めず、当面、盛り上がりに欠ける状況が続くとみられる。
（町田　光弘）
表１　線材二次製品製造業の概要（平成24年）

[image: image1.emf]（単位：百万円、％、事業所）

大阪府 全国 大阪府 全国

シェア シェア

普通鋼鋼線 68,269 38.1 179,395 29 38.2 76

針金 Ｘ ― 12,041 2 33.3 6

鉄丸くぎ 1,488 73.9 2,014 6 37.5 16

鉄特殊くぎ 5,059 27.7 18,241 11 39.3 28

その他のくぎ 462 26.3 1,759 5 35.7 14

出荷金額 産出事業所数


資料：経済産業省『工業統計業（品目編）』

（注）Ｘは秘匿。従業者４人以上の統計。
表２　線材二次製品の生産量と増減率（全国）
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数量 増加率 数量 増加率 数量 増加率

平成23年 673,662 -2.2 90,881 -6.5 49,725 0.7

24　 701,422 4.1 99,664 9.7 51,143 2.9

25　 733,723 4.6 102,820 3.2 51,561 0.8

平成26年１月 33,525 8.8 6,190 -10.3 3,045 -25.2

　　　　２ 32,659 -7.6 6,936 -9.1 2,975 -27.5

　　　　３ 34,928 -3.0 7,834 1.9 3,129 -28.9

　　　　４ 32,878 -3.1 5,475 -16.8 2,976 -34.7

　　　　５ 32,551 -1.9 6,414 -9.5 2,839 -34.2

　　　　６ 32,041 -4.1 6,301 -2.9 2,724 -37.3

　　　　７ 34,441 -0.1 6,383 -6.5 2,598 -45.0

　　　　８ 27,598 -5.8 5,298 -1.8 2,274 -34.5

　　　　９ 32,885 -4.3 7,139 9.4 2,479 -19.9

鉄線 針金 鉄くぎ


資料：経済産業省『生産動態統計　鉄鋼・非鉄金属・金属製品統計編』

（注）平成25年までは全ての事業所、26年からは従業者30人以上の統計。増加率は、接続係数により調整した値。
表３　線材二次製品の輸入量と増減率（全国）
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数量 増加率 数量 増加率 数量 増加率

平成23年 25,305 38.2 52,195 13.9 81,933 10.8

24　 28,607 13.0 51,291 -1.7 82,948 1.2

25　 27,682 -3.2 52,942 3.2 95,225 14.8

平成26年１月 2,627 6.1 4,710 12.5 10,027 5.6

　　　　２ 2,083 -1.2 3,186 -15.1 4,552 -17.8

　　　　３ 2,402 -16.1 5,175 35.7 8,890 18.3

　　　　４ 2,119 -20.1 4,454 -10.6 8,523 5.6

　　　　５ 2,373 4.8 4,975 22.4 7,433 -24.0

　　　　６ 1,937 12.9 3,312 -19.7 6,683 -5.4

　　　　７ 2,571 11.0 4,613 32.7 6,982 -19.5

　　　　８ 2,131 6.3 3,082 0.1 6,389 -13.5

　　　　９ 2,202 21.1 5,554 -2.7 6,167 -20.6

鉄線 針金 鉄くぎ


資料：線材製品協会
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